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　鴨 類中 ， 雄 が 雌 の 羽 装 に 変 つ た例 は私 は未 だ実見 し た こ と が ない が， 雌が雄 に似た 羽 装に 変 つ た 例 ， 即 ち

1
一
雄化」 の 例 は 色変型 （CO ［our 　varia ］｝t）｝cb 匕し犬 い に 稀 で は ち ろが ， 応 々 現 出す る

tt

，の で あ る。

　私 の 知 る もの は 四 種 の 鴨類 （マ ガ モ ・tt ガ モ ・オ ナ ガ ガ モ ・オ シ ド P）に か よ うな 例 を見 た （黒 田 ，
’39）。

こ れ．らの 内で 今回 は マ カ モ （Anas 　Pl［ztyrlZ ）
，ncho ，s　f，1‘ztyrh ）

』hOS　L．）に つ い て の み Fコ 地 す る。

　第 1 例 。・菊 」美羽 田 喞場 （現在 の 羽 田 空 硅 の 一
部 に 当 る） で

，
1927 年 4 月 23Ml ・c 　fi獲 し ，

19S5 年 迄

8 力 年間飼育 L た
ン1〕 の

。
こ の 例 で は 体色 は雄 に 酷似 L ， 頭 頂及 び 側 に緑色部が あ り， 顔 は大部分パ フ 色 を有

し た。中火尾羽 は 捲上 る。鸚は雄 の 如 く緑 黄色 で は な く ， 橙黄色 に 黒色 大 虹あ る こ とは 雌 の 嘴 と 全 く同 じで

あ る 。 永 く飼養 中 も毎年冬 に 見 られ る生殖羽 は同様 に 現わ れ ， 唯頭 と頸側 の 緑色 を増すが ， 顔は 緑 色 とは な

らなか つ た 。 体 の 大 きさ は各部共雌 に 等 し く （測定値の ノ ・・一・
ト焼失）， 鴨声 は始め 雌声で あ っ た が後 に は 申

間声 を発し た （標 品 焼失）。

　第 2 例 o 干葉県手賀沼 に て 19S6 年 12 月 ｝（捕獲 さ れ ， 著 者が飼養 し た。捕 獲当時既 に 雌 の 雄変 た る徴

候 が あ り， 体 色 は 第 1例 の 雌 に 似 て い た 。即 ち顔は パ フ 栗色 で
， 眼 の 後方 か ら ［二頸 に 達す る

一
大緑帯が あ る

外は ， 雄成烏 と異 な e ない 。 前頸 の 半白

輪 は極 め て 明 瞭 で ，そ の 巾 11．5mm

に 及 ぶ （普通雄 で は 平均 8− ・10mm あ

る の み 為 特 に 注意 さ れ た こ と は，嘴 が

雄 と同様 に 緑色 が 主で あ る こ と で あ

“）　 。 A十細 に 書けば ， 上 嘴は淡帯緑 オ リ

ーブ 色 に 鈍褐色 址 か あ り ， 前半及 び 会

蹄 くの 1｝『半は 汚 橙黄色 を帯び ， 下些ξは

帯 葦燈黄色 で あ る。体 は面自 い こ と に

雄 と各部が 同大 で あ る こ とで あ る。其

の 後飼育 を統行 中 ， 換 羽 毎 に 雄 の 羽 色

を増 加 し た が ， 碩 と 喉 と は 最後迄 ， 雄i

の 如 き美 緑 色 と は な ら な か つ た 。鳴声

　 　　 　　 Fig．1 マ ガ モ 間
・
陸

干葉 県手賀沼 に て 採集 （本文第 2 例標本） マ ガ モ 雄 と

同様で 顔だ け淡色 の もの ， 休 は大 刑

け 雄 に 近 い が ， 雌 の 如 き言 もあ り， 中間声 で あつ た。生 態的に は雄 の 態度を と り，他 の マ ガ モ 雌 と 1番 と な

つ て 生 活 し た が ， 交 尾 は し な か つ た 。毎年夏 に は 正常 の 雄 と 同 じ よ うに エ ク リ プ ス の 羽装 と なつ た 。

　 こ の 鴨 は山階博 士 の 懇 詑 に よ り 1945 年 5 月 18 口山階鳥類 研究所に て解剖に附せ ら れ ， そ の 結果は 山階

博士 　（
’48） に よ つ て 公表 さ れ た 。 そ れ に よ る と左 右 の 卵 巣 は精巣 へ と反 転 の 状 に あ り， 役 に 立 た な い 輸卵

管 も存在し て い た 。 気管は雌 と全 く同 じで 。 骨球 （bulba 　ossea ）は全 くなか つ た。こ の 雄 化即 ち同性 の 剥皮 、

は 同研究所員故 三 上 源 三 氏 に よ り仮劉製 と され ， 国下私 の 標 1罫 （no ．15777） と し て 保存 して い る。

　第 3 例 。　 下葉 県新浜鴨場 で ，
1939 硲 3 月 24 日に 捕獲 さ れ ， 著者が飼養 し た 。

こ れ は雌 の 雄変 と思 わ

れ た が ， 始 め は 雌 に 近 か つ た 。 其 の 後飼育 し た 処 ， 換羽毎 に 次第 に 雄 の 羽装 を完備 し ，
1944 年秋 の 換羽 で

完 全 の 緑頭 の 雄 と見 る べ き もの と な か つ た 。 併 し 虹 彩 は 暗褐 色 ， 上 嘴 は 磴 黄 色 の 地 に 1大黒斑 を具 え，脚 趾

は 燈 赤 色 で ， 体 は 雄 よ り遙 か に 小 さ く， 鴫声 も亦雌 と同様 で なつ た 。 生態 上 の 態 度 は 常 に 雌 と変 らナか つ

た。し か し 毎 年夏に は 矢張 リエ ク リ プ ス に 変化す る こ とは 誠 に 面 白 い 現 象 で あ つ た o

（ り
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　 　 　 　　 Fig．2 マ ガ モ 間 性

干 環県
．
新浜 に て 採集 （本文鏡 3 例標本） マ ガ モ 雄 と外

観 は異 らな い 。嘴 は 有 斑 （雌型 ）体 は 小 型。

第 69 巻 ・第 9 号

　 こ の 鴨 も山階鳥研 で ，
1945 イ1こ 5 月

17　口 に二角翠吾旺され ，　［1｝11Jゴ 1書广
＝ヒ （亘948）　レ（

よ つ て 撮告 され て い る。そ の 結果 は 卵

巣 も占前卵管 もある；1“二Lt化 亡 る こ とカ
1
ナ 1

ら 乳 た。気 管 に 骨 球 は ない 。 こ の 鴨 亀

三 上 氏 に よ り仮剥製 と され ， 私 方 σ）摂

品 （n   ．15776）と し て 保 管 して い る。

　 第 4 例。　 こ れ は今回始 め て 発 7 す

る もの で あ る。埼 王 県埼 玉 鴨場 （越 ケ

谷市大林）に て 1960 年 3 月 3 「τに

捕獲 され ， 目下私が飼養 し 研究 調 査 中

の もの で あ る 。
こ れ は第 1 例 の 記載 に 殆 ん ど一

致 す る ノ
ρ で

， 頭 頂か ら後頸 並 び に 眼 の 後 方 は 怨 色 ，戸 の 大

部 分は パ フ 栗色 ， 前頸 は バ 7 色 を 主 とす る 。 暗色 の 過眼常があ る の で ， 淡色 の 眉斑 を残 す けれ ど も， こ れ に

緑色小斑 が 交 つ て い て
， 不判朔 の 眉堀

と な る。其 の 他 ， 体 の 背面 は雄 と同様

で あ るが ，

・一体 に 暗色 で ，色 が 淡 くな

い 。自頸輪は充 分発達 し て い る。 L駒

の 赤 栗色 部 に は 多 くの 暗色 小 点 が散在

す る 。
これ は 第 2 例 の 手賀沼 産 の 場合

よ り も著 し く， グ リーン ラ ン ド産 キ タ

マ ガ モ （Anas　Plats・rlt），nchOS 　conbOS

chas （X　 L ．　 BREHM ） を想 い 起 さ し め

る。腹画 に は福色 の 雌 の 羽 が可な り残

つ て い る。中央尾羽 は噌 上 る 。 嘴 は第

1 例及 び 第 3 例 と同 じ く雌型 で
， 斑紋

も雌 そ の ま まで あ る。脚 は 橙赤色 で 稍

々 淡 い 方 で あ る。鴨声 は 中問声 で あ り

鳴 き方は雄 と同じ態度を示す。平常雄

の 態度 を持 し ， 他 の マ ガ モ 雄 臨 鳥 を も

　 　 　 　　 Fig．3 マ ガ モ 閥 完

埼 玉 県埼 玉 鴨場 に て 採 集 （本文第 壬 例，目下 飼 育 中） 嘴

に 雌跳 らる こ と，顔 の 淡色 の 外 は 堆 と異らな い 。体 は 小型

追 ひ振 う位 い の 強 さ 屯見 る と きが ち る。し か し体 の 大 き さ は各部 共第 3例 に等 し く全 くの 雌 の 大 き さで あ る。

　次 に 測 定を比 較す る （単位 mm ）。
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凸
地
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以 J： を見 るに ， 第 1 例 は標 品焼失 。 第 2 例 は大 きさ 全 くマ ガ モ 雄に
一

致す る もの ， 即 ち私 の 調べ た 多数 の

普通雄 の 測定 246♂ 全長 536− 620mm
， 翼 245− 290

， 尾 79− 99，鮒 蹠 42−．51．5，露 出蝣峯 48〜64
， 自

（ 2 ）
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頸輪 巾 7− 22
， 尾 羽 の 数 18−−20 枚。

　第 3 と第 4 例 と は共 に 大 き さ全 く雌 マ ガ モ の 測定範 囲 内 に フ、弘 全長 は 寧 ろ 硝 々 小 さ い ： と を 示 す 。

私 の 雌 の 測 定 で ぱ 2ff20　r，全長 520 −・60 
， 翼 239 ．．−275

， 尾 76− 96．5， 鮒賑 39、5− 48
， 露 出噺峰 43、5−・60．51

尾羽 の 数 18．・20
， 稀 21 牧 D

　第 4 例 に k 〈似 て 頭 の 緑色が 少な く， 白頸輪が 飼 育数年 「駆に消失 し た もの と し て ナ キ ア ヒ ル ω 2〜｛β pia−

ovt
・h）

・ilc ノ・・ 、 ・… ．d … u7siira 　f・ rm ，7・aki 　KURODA ）lc　 1 例 が 知 研 L る （籾山，
’26），また ア ヒ ・・ （△・Pla　t」」r−

hJI〃 chos 　fo1・ln ，　var ．　do〃 ieSttc
・
Cl　el

’
t
・
ctEl　DtjRiGEN）に 量現 わ れ た こ とがあ る （黒田 ，

，39）っ

文 献

黒 田 長 禮
・39 稙物及動物 7

，
1951．　 　

一．．’39 雁 と鴨 ，P・45・… 84・ 籾山徳 太 郎
’24 鳥 ・

4，　235，　　　　　　　　　．一　
’26　．蓐毛，

5
，　pl．3，　　　山 ］皆 芳 麿　

，48　∠1
一
物 ，

3，8】．

k

R6sum6

Notes　 on 　Four　Examples 　 of　the　Female 　Mallard

　　　　　　Assuming 　 the 　 Male 　Plumage

N2gamichi 　 KURQDA

ρ

　　In　Japan　there 　have 　bcclユ collected 　 only 　four　wiid 　specirnens 　 of 　what 　 wc 　 call 　the 　Fen 〕 a 】e 　Mallar⊂1

・ … ming 　 th ・ 皿 ・1・ plum ・g・、　 Am ・・ g 【h … i・ t… e ・ ・p ・dm 鵬 n ・ ・2c ・ ・ mpi ・ whi ・h　 c ・ m ・ f・・ m

Teganuma ，
　Chiba 　Prcfecture ｝ wa3 　 studied 　by　Dr ．　 Yamashina 〔

，48） and 　was 　fDund 　to　have 　had 　its

rlght 　 and 】eft 　 ovaries 　turned 　 into　 testes．　 Concerning　 the 　 rcmaining 　examp1 ε s　the 　same 　ph 巳 nDmena

have　 been　 seen 　 in　 tlle　 Gld 　 females
，
　 such 　 as 重he　 Mandarin 　 Duck ，　 thc 　Teal 　 and 　 the 　Pintail，　 which

lnu8t 　havc　becn 　brought 　about 　by　the 　shrh ユkage 　or 　sorne 　other 　disorder　of 　their　  varics ・　Blitba

o ∬ ea
，　an 　organ 　belDngin．9　to　trachea ，　peculiar　to　the 　male 　duck 冫　does　net 　exist 　in　thcse 　intersex

specimens 　 and 　proved 　llot　 le　be　affected 　by　mea ｝ユ s　 of 　sex 　hormone ・

会 記 　1

日本動物学会 中国 四 国支部昭和 35 年度山 口例会

　昭 和 35 年 5 月 28 日午後 1 時よ り下関市 吉見町 水産講習訴中央 図書館 で 開か れ 次 の 講演が行われた 。

1， ユ ス リカ 幼虫 の 唾線 系 に 対 す る ビ ロ カービ ン の 作用 ．，．．、吉 松 広 延 ・三 好 紀 夫 （山 口 大 ・文理 生 ）

2， ム ラ サ キ ウ ニ 及 び バ 7 ン ウ ニ の 染色体 、．、＿＿．＿ ．＿ ．＿　　＿．，＿＿西 　川　男・平 （水産講習所）

（ 3 ）
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